
事業名 量の見込み算出方法 確保方策 解説

教育・保育
１号認定

談社:作業の手引きにより算出
R２:３２４人 R３:３１９人 R４:３０９人 R５:３０７人 R６:３０５人

直方市:補正
R２:６４８人 R３:６３８人 R４:６１８人 R５:６１４人 R６:６１０人

談社:認可定員(保育所・幼稚園・認定こども園)をこれま
での利用状況を勘案し振り分け。
９３０人

直方市:補正(認定こども園１園、私立幼稚園１園(旧制
度)、私立幼稚園６園(新制度 予定)の総定員で算出)
７１３人

教育・保育
２号認定

談社:作業の手引きにより算出
R２:１，１７５人(学校２２２人 保育９５３人) R３:１，１５９人(学校２１９人 保育９４０人)
R４:１，１２０人(学校２１１人 保育９０９人) R５:１，１１６人(学校２１１人 保育９０５人)
R６:１，１１２人(学校２１０人 保育９０２人)

直方市:補正
R２:８５１人(学校１６１人 保育６９０人) R３:８４０人(学校１５９人 保育６８１人)
R４:８１１人(学校１５２人 保育６５９人) R５:８０９人(学校１５３人 保育６５６人)
R６:８０７人(学校１５３人 保育６５４人)

談社:認可定員(保育所・幼稚園・認定こども園)をこれま
での利用状況を勘案し振り分け。
１，１４９人

直方市:補正(認定こども園１園、市内１３保育園の２号総
定員で算出)
７５５人

教育・保育
３号認定 ０歳児

談社:作業の手引きにより算出
R２:２６９ R３:２６３ R４:２５８ R５:２５２ R６:２４６

直方市:補正
R２:１６1  R３:１５８ R４:１５５ R５:１５１ R６:１４８

談社:認可定員(保育所・幼稚園・認定こども園)をこれま
での利用状況を勘案し振り分け。
２０４人

直方市:補正(認定こども園１園、市内１３保育園の３号０
歳児 総定員で算出)
２６４人

教育・保育
３号認定 1・2歳児

談社:作業の手引きにより算出
R2:５３４人 R３:５３２人 R４:５２１人 R５:５１１人 R６:５０１人

直方市:補正なし

談社:認可定員(保育所・幼稚園・認定こども園)をこれま
での利用状況を勘案し振り分け。
５７４人

直方市:補正(認定こども園１園、市内１３保育園の３号
１・２歳児 総定員で算出)
４１１人

時間外保育事業
談社:作業の手引きにより算出

直方市:補正なし

談社:２号・３号の量の見込みに、現在の利用者割合であ
る３６%を乗じて振り分け。

直方市:補正
現状希望者全員対応可能であるため、量の見込と同数で計
上

放課後児童健全育成事業
談社:小学生へのニーズ調査より小学生が学童保育を希望する割合×児童の人口推計で算出

直方市:補正なし

談社:箇所数×４０

直方市:補正なし

談社:手引きによる算出（５歳児を対象とした算出）では、ニーズが３８８人から３
４０人なのに対し、３０年度の実績は７７４人で大きな差があった。ニーズ調査よ
り、放課後を過ごす場所の希望として自宅や習い事などを選択した人が大多数で、学
童クラブで過ごすことを希望した人は２割程度であることを考慮した結果、小学生の
ニーズ調査で得た利用を希望している人の数がそのまま学童クラブの量の見込みと考
え算出。

子育て短期支援事業
（ショートステイ）

談社:作業の手引きにより算出

直方市:補正なし

談社:第１期と同内容とする。

直方市:補正なし

地域子育て支援拠点事業
談社:作業の手引きにより算出

直方市:補正なし

談社:３０年度実績により算定。

直方市:補正
現状希望者全員対応可能であるため、量の見込と同数で計
上

一時預かり事業
（幼稚園）

談社:３０年度実績の利用回数（実績／幼稚園在籍児童数）３２回×１号・２号（教育利用）の量の見込み

直方市:補正なし

談社:現状希望者全員対応可能であるため、量の見込と同
数で計上

直方市:補正なし

談社:３０年度実績２０，８３９人日に対して、作業の手引きによる算出では６０，
１８６人日から５４，７１４人日で大きな差があった。多少の増減があるものの、例
年ほぼ同数で推移しているため、３０年度実績を基にして算定した数値を採用。
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一時預かり事業（その他）

談社:子どもを見てもらえる親族・知人がいずれもいない１２．２％×児童人口
R２：３３６人　R３：３３２人　R４：３２３人　R５：３１９人 R６:３１５人

直方市:補正なし

談社:各事業受入可能数で判断。
一時預かり１園２人×２０日×１２か月＝４８０人
ファミリー・サポートは援助できる会員の数（まかせて会
員：６１、どっちも会員：８６）を考慮して算定。３，６
００人

直方市:補正
一時預かり：３０年度実績をもとに各年度８０人で算定
子育て援助活動支援事業：各年度量の見込みから一時預か
りの確保数をひいて算出

病児・病後児保育事業

談社:作業の手引きより、父親または母親が休んで、かつ、病児・病後児保育を利用したいと回答したものを
引いた数で算定。
R２:１０３人 R３:１０１人 R４:９９人 R５:９７人 R６:９５人

直方市:補正
各年度４５０人

談社:１０人×３００日

直方市:補正
５人×３００日

談社:３０年度実績４２６人日に対し、作業の手引きによる量の見込みは８，９８０
人日から８，３２５人日で大きな差が出た。「父親が休んだ」「母親が休んだ」と回
答した人の中で、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と回答
した人の割合が３割弱であまりニーズが高くないと判断し、これらの回答を除外して
算定した。
また、29年度よりひよこハウスが加わり、定員が10名に増えたことで、確保の内容を
算定した。

子育て援助活動支援事業
（就学児）

談社:小学生へのニーズ調査より
小学生がファミリー・サポート・センターを希望する割合×児童の人口推計(小学校１年生から小学校６年生
まで)

直方市:補正なし

談社:15日×12カ月

直方市:補正なし

談社:手引きによる算出（5歳児を対象とした算出）では、有効回答数が１であったこ
と、ニーズ調査より、放課後を過ごす場所の希望として自宅や習い事などを選択した
人が大多数で、ファミリー・サポート・センターで過ごすことを希望した人は0.03%
程度であることを考慮した結果、利用を希望している人の割合がそのままファミ
リー・サポート・センターの量の見込みと考え算出。

利用者支援事業 平成３０年度実績を基に算出(児童人口減少傾向を考慮し、微減している) 量の見込と同数
妊婦健康診査 平成３０年度実績を基に算出(児童人口減少傾向を考慮し、微減している) 量の見込と同数
乳児家庭全戸訪問事業 平成３０年度実績を基に算出(児童人口減少傾向を考慮し、微減している) 量の見込と同数
養育支援訪問事業 平成３０年度実績を基に算出(児童人口減少傾向を考慮し、微減している) 量の見込と同数


